
事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

母子保健事業 156,961 ʷ

３歳５か月児健診受診率 98.0%

母子相談事業 5,600 ʷ

ママパパ学級受講率 100.9%

特定教育・保育施設等運営費補助金 213,763 ʷ

特定教育・保育施設等の延⾧保育事

業実施率
100.0%

子育て世代包括支援センター運営事

業
9,877 ʷ

母子健康手帳交付時の助産師、保健師に

よる面接実施率
105.2% ʷ ʷ ʷ ʷ

子ども家庭総合支援拠点運営事業 779 ʷ

10か月児健診・１歳６か月児健診受

診率
93.6% ʷ ʷ ʷ ʷ

こども家庭センター運営事業 0 ʷ

母子健康手帳交付時の助産師、保健師に

よる面接実施率
ʷ

こども医療費支給事業 729,750 ʷ

こども医療登録者割合（他法給付除

く）
98.6%

母子家庭等自立支援給付金事業 32,821 ʷ

高等職業訓練促進給付金受給後の、

資格取得者の割合
114.6%

ひとり親養育費確保支援事業 925 ⑤その他

弁護士相談満足度（書面締結意向調

査）
129.3%

学校給食費助成事業 22,484 ʷ

助成金の申請率 101.4%

子育て世帯訪問支援事業 0 ʷ

子育て世帯訪問支援事業利用満足度 ʷ

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

1 ② ʷ 事業の進捗は順調

1

-

1

-

1

2 ② ʷ 事業の進捗は順調

3 ② ʷ 事業の進捗は順調

4 ② ʷ 事業の進捗は順調

5 ② ʷ 事業の進捗は順調

6 ② ʷ ʷ

7 ② ʷ 事業の進捗は順調

8 ② ʷ 事業の進捗は順調

9 ②

事業開始年度であったため満足度を７０％としたが、これ

までなかった離婚や養育費に関する無料法律相談というこ

とと、相談時間も１時間と⾧めに設定していることが、高

い満足度につながったものと考えます。

令和５年度は毎月第２・第４金曜日に実施しましたが、令

和６年度は、利用される方の利便性の向上のため、月２

回、月曜から金曜日までまんべんなく日程を設けました。

今後も継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の

上方修正を行います。

10 ② ʷ 事業の進捗は順調

11 ② ʷ ʷ



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

ファミリーサポート事業 6,689 ʷ

ファミリー・サポート・センター会

員数
107.2%

小規模保育改修費等補助金 0 ʷ

保育所等における0歳～2歳児の利用

定員数
100.3%

特定教育・保育施設等整備事業費補

助金
0 ʷ

市内認定こども園数 100.0%

特定教育・保育施設等運営費補助金

【再掲】
213,763 ʷ

特定教育・保育施設等の延⾧保育事

業実施率
100.0%

施設型・地域型保育給付事業 1,487,177 ʷ

市内施設数 100.0%

施設型給付一時預かり事業 0 ʷ

実施施設の割合 100.0%

私立幼稚園預かり保育事業費補助金 2,880 ʷ

実施施設の割合 100.0%

子育てのための施設等利用給付負担

金
606,528 ʷ

対象者への交付率 100.0%

実費徴収に係る補足給付事業 7,463 ʷ

対象者への交付率 100.0%

子育て短期入所生活支援援助事業 428 ʷ

利用相談者数 111.8%

12 ② ʷ 事業の進捗は順調

13 ② ʷ 事業の進捗は順調

14 ② ʷ 事業の進捗は順調

15 ② ʷ 事業の進捗は順調

16 ② ʷ 事業の進捗は順調

17 ② ʷ 事業の進捗は順調

18 ② ʷ 事業の進捗は順調

19 ② ʷ 事業の進捗は順調

20 ② ʷ 事業の進捗は順調

21 ② ʷ 事業の進捗は順調

1

-

1

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

特色ある教育推進事業 23,792 ʷ

研究委嘱校の割合 87.5%

学校教育支援事業 189,687 ʷ

指導主事等による市内小・中・義務

教育学校への訪問指導回数
108.0%

英語指導助手招致事業 62,559
③指標の見直

しが必要
ＡＬＴを活用した授業数の割合（小

学）
146.1%

③指標の見直

しが必要

英語指導助手招致事業 62,559
③指標の見直

しが必要
ＡＬＴを活用した授業数の割合（中

学）
148.1%

③指標の見直

しが必要

学校教育支援事業【再掲】 189,687 ʷ

指導主事等による市内小・中・義務

教育学校への訪問指導回数
108.0%

教育相談センター運営事業 9,624
②社会情勢の

変化

教育相談センター相談回数 131.1%

こころのサポート推進事業 2,712
②社会情勢の

変化

不登校の比率（小学） 54.1%

こころのサポート推進事業 2,712
②社会情勢の

変化

不登校の比率（中学） 65.0%

いじめ防止対策推進事業 103
②社会情勢の

変化

いじめの解消率（小学） 78.3%

いじめ防止対策推進事業 103 ʷ

いじめの解消率（中学） 87.8%

22 ② ʷ 事業の進捗は順調

23 ② ʷ 事業の進捗は順調

24 ②
ALTの積極的な活用により、実績値が目標値を大幅に

超過した。

本事業を推進しながら、第２次総合振興計画期間内に

おけるＡＬＴの積極的な活用について周知するととも

に、適切な目標値を設定する。

24 ②
ALTの積極的な活用により、実績値が目標値を大幅に

超過した。

本事業を推進しながら、第３次総合振興計画期間内に

おけるＡＬＴの積極的な活用について周知するととも

に、適切な目標値を設定する。

25 ② ʷ 事業の進捗は順調

26

感染症拡大防止措置の緩和により、電話、面談による

相談の回数が増加した。相談内容は不登校関連が最も

多い。

「いつでも、だれでも、どんなことでも」相談できる

環境（人・場所・方法）の充実。

27
国・県と同様に不登校児童数が増加している。小学校

低学年から登校を渋るなど、低年齢化も見られる。

学校のニーズや児童生徒の状況に柔軟に応じた「ここ

ろのサポートチーム」学校訪問の継続。

27

国・県と同様に不登校生徒数が増加している。小学生

から⾧期の欠席傾向の生徒が中学においても休みがち

になるケースが散見される。

学校のニーズや児童生徒の状況に柔軟に応じた「ここ

ろのサポートチーム」学校訪問の継続。

28

いじめに対しては該当の児童生徒及び保護者へ、丁寧

に対応する必要がある。また、解決を急ぐことを目的

とせず、その後の見届けが重要となる。

いじめの早期発見・解決のために、学校および行政が

組織的に対応する。また、いじめをうまない土壌作り

を教育的に推進していく。

28 ʷ 事業の進捗は順調

1

-

2

-

1

1

-

2

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

校舎トイレ改修事業 18,870 ʷ

市内公立小・中・義務教育学校の校

舎トイレの未改修校における設計校

数

100.0%

施設⾧寿命化推進事業 160,930 ʷ

葛飾中学校⾧寿命化改修の進捗率 100.0%

小・中学校要保護及び準要保護就学

援助事業
0 ʷ

情報周知依頼件数 100.0%

小・中学校図書館整備事業 7,315 ʷ

図書標準達成校数 96.9%

小・中学校給食運営事業 1,597,979 ⑤その他

自校式給食における地元産食材を生

かした統一献立作成回数
150.0%

給食センター運営事業 395,087 ⑤その他

センター式給食における地元産食材

を生かした献立作成回数
180.0%

学校給食費管理事務 28,031 ʷ

学校給食費の収納率 102.4%

通学路安全対策事業 0 ʷ

通学路安全対策達成率 113.2%

放課後子ども教室推進事業 1,084 ʷ

新たな体験活動の教室実施数（累

計）
80.4%

こどもファースト推進事業 ʷ

ユース政策モニター者数 ʷ ʷ

青少年健全育成補助事業 943 ʷ

青少年健全育成事業満足度（市民意

識調査）
116.1% ʷ ʷ

子育て世帯訪問支援事業

【再掲】
ʷ

子育て世帯訪問支援事業利用満足度 ʷ

児童育成支援拠点事業 ʷ

児童生徒からの相談件数 ʷ

社会的養護からの社会参画応援事業 ʷ

寄附金の金額 ʷ ʷ

29 ② ʷ 事業の進捗は順調

30 ② ʷ 事業の進捗は順調

31 ② ʷ 事業の進捗は順調

32 ② ʷ 事業の進捗は順調

33 ②

学校給食用農産物の生産者登録制度を開始したことに

伴い、予定よりも早く事業を進捗させることができ

た。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

34 ②

学校給食用農産物の生産者登録制度を開始したことに

伴い、予定よりも早く事業を進捗させることができ

た。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

35 ② ʷ 事業の進捗は順調

36 ②⑤ ʷ 事業の進捗は順調

37 ʷ 事業の進捗は順調

38 ʷ ʷ

39 ʷ 事業の進捗は順調

40 ② ʷ ʷ

41 ② ʷ ʷ

42 ʷ ʷ

1

-

2

-

3

1

-

3

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

児童館運営事業 190,974 ʷ

児童センター利用者の満足度 100.6%

放課後児童健全育成事業 516,313 ʷ

入室割合（入室者数/入室申込者数） 88.9%

児童育成支援拠点事業【再掲】 ʷ

児童生徒からの相談件数 ʷ

特定教育・保育施設等運営費補助金

【再掲】
213,763 ʷ

特定教育・保育施設等の延⾧保育事

業実施率
100.0%

高齢者いきいきライフ支援事業 660
②社会情勢の

変化

三世代交流の参加者数 269.5%

健康・生きがいづくり対策事業 732 ʷ

健康づくりいきいき運動研修会参加

者数
93.0%

老人大学・大学院運営事業 1,698 ʷ

出席率 95.3%

デジタル活用講座 178 ⑤その他

参加者数 200.0%

高齢者福祉施設運営事業 114,995
②社会情勢の

変化

高齢者福祉施設の利用者数 195.2%

43 ② ʷ 事業の進捗は順調

44 ② ʷ 事業の進捗は順調

45 ② ʷ ʷ

46 ② ʷ 事業の進捗は順調

47 ①

新型コロナウイルス感染症が５類に移行となり、コロ

ナ禍前の水準に回復しつつある状況のなか、参加者が

増えたため、目標を超過した。

高齢者が培った知識や経験を生かし、各地域ごとに高

齢者と子ども、その親の三世代が軽スポーツやゲーム

などのさまざまな活動を通して交流を図れるよう運営

を行う。また、目標値について、実施計画改定時に見

直しを行う。

48 ① ʷ 事業の進捗は順調

49 ① ʷ 事業の進捗は順調

50 ①
実施回数及び講座で受け入れられる人数を増やしたた

め、目標を超過した。

講座の定員枠や回数を増やせるよう検討を行う。ま

た、目標値について、実施計画改定時に見直しを行

う。

51

新型コロナウイルス感染症が５類に移行となり、コロ

ナ禍前の水準に回復しつつある状況のなか、利用者が

増えたため、目標を超過した。

利用者が快適に安心して利用できるよう、必要な修繕

等を行い施設の維持管理を行う。施設の周知を図るこ

とにより、多くの高齢者に来館していただけるよう施

設運営を行う。また、目標値について、実施計画改定

時に見直しを行う。

1

-

3

-

2

2

-

1

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

緊急通報システム設置事業 20,550 ʷ

利用件数 96.5%

重度要介護高齢者手当支援事業 30,836 ʷ

支給人数 101.4%

成年後見制度利用支援事業 1,490 ⑤その他

市⾧申立審判請求件数 40.0%

配食サービス事業 55,672
②社会情勢の

変化

延べ配食数 123.4%

高齢者安心見守り事業 689 ʷ

高齢者安心見守り事業の利用者数 96.6%

ひとり歩き高齢者等保護対策事業 108 ʷ

利用登録者数 104.2%

住民主体型介護予防事業 612 ʷ

春日部えんＪＯＹトレーニング実施

団体数
106.9%

いきいきシニアライフ応援事業 1,850 ʷ

事業参加者延べ人数 91.4%

フレイルチェック事業 769 ⑤その他

フレイルチェック測定会開催回数 133.3%

地域包括支援センター運営事業 200,000 ʷ

地域包括支援センター事業評価の評

価項目における達成項目数
87.9%

在宅医療・介護連携推進事業 23,700
②社会情勢の

変化

春日部市医療介護職連携研修・交流

会（春コン）参加者数
61.6%

介護予防・生活支援サービス事業 37,478 ʷ

介護予防ケアマネジメントの件数 96.7%

介護給付適正化事業 ʷ

要介護認定調査の点検割合 100.0%

52 ʷ 事業の進捗は順調

53 ʷ 事業の進捗は順調

54
当事業を必要とする対象者を予め設定することが困難

である。

関係部署と連携し、必要な方が制度を利用できるよう

周知に努める。

55
経済情勢の悪化等により申請が増加したものと思われ

る。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の見

直しを行う。

56 ʷ 事業の進捗は順調

57 ʷ 事業の進捗は順調

58 ① ʷ 事業の進捗は順調

59 ① ʷ 事業の進捗は順調

60 ①

令和4年度から武里団地をモデル地域としてフレイル

サポーターを養成し、令和5年度は事業の実施体制の

整備やフレイルチェック測定会の開催に重点的に取り

組んだ結果、目標値を超える開催数となった。

今後は事業を拡大し、市内各圏域での事業展開を目指

すことから、実施計画改定時に目標値の上方修正を行

う。

61 ① ʷ 事業の進捗は順調

62

医療・介護ニーズを有する高齢者の増加に伴い医療・

介護職の人材が不足しており、参加が減少傾向にある

ため、参加促進に取り組む必要がある。

開催方法の工夫や事業周知の促進により、参加者の増

加を図る。

また、本事業を推進しながら第２次総合振興計画後期

基本計画内に目標値の見直しを行う。

63 ʷ 事業の進捗は順調

64 ʷ 事業の進捗は順調
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事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

障害児・者生活サポート事業補助金 11,483 ʷ

生活サポート事業の利用時間数（年

間）
84.0%

介護給付費・訓練等給付費給付事業 5,351,595 ʷ

サービスの月平均利用人数 111.9%

障害児通所給付事業 1,304,242
②社会情勢の

変化

サービスの月平均利用人数 126.3% ⑤その他

ふじ学園運営事業 217,180 ʷ

施設利用者（保護者）満足度 100.0%

障害者相談支援事業 31,953 ʷ

一般相談支援事業所の設置数 100.0%

地域活動支援センター等事業 65,563 ʷ

地域活動支援センターの利用登録者

数
98.6%

移動支援事業 118,146 ʷ

移動支援事業の実利用者数 90.2%

コミュニケーション支援事業 13,617 ʷ

登録手話通訳者数 100.0%

地域生活支援事業 15,344 ʷ

更生訓練費の申請者数（実人数） 105.5%

介護給付費・訓練等給付費給付事業

【再掲】
5,351,595 ʷ

サービスの月平均利用人数 111.9%

障害者就労支援センター運営事業 8,989 ʷ

障害者就労支援センターの利用者数

（登録者数）
108.8%

地域福祉計画の進捗管理 4,179 ʷ

福祉施策に係る情報を関係課へ提供

した回数
83.3%

社会福祉協議会補助金 64,146 ʷ

ボランティア登録団体数 87.7%

福祉総合窓口の開設 26,798 ⑤その他

窓口の相談員を対象とした情報交換

会の開催回数
75.0%

65 ʷ 事業の進捗は順調

66 ʷ 事業の進捗は順調

67

家族や地域社会の在り方が変化し、不安や悩みを抱え

る保護者が増加し、こどもの発育等で相談するケース

が増え、早期の療育支援を利用する方が増えたこと

で、目標を超過したと考えられる。

引き続き、こどもの発達やその課題を踏まえた適切な

対応と支援を行う。

68 ʷ 事業の進捗は順調

78

就労相談支援を進めるにあたり、就労支援員と担当

ケースワーカーの間で就労支援に関する認識の共通化

や支援情報の共有化を図る必要がある。

就労支援員とケースワーカーが一体となって対象者に

就労支援できるよう支援方針や支援情報を共有できる

場を設定する。

69 ʷ 事業の進捗は順調

70 ʷ 事業の進捗は順調

71 ʷ 事業の進捗は順調

72 ʷ 事業の進捗は順調

73 ʷ 事業の進捗は順調

74 ʷ 事業の進捗は順調

75 ʷ 事業の進捗は順調

76 ʷ 事業の進捗は順調

77 ʷ 事業の進捗は順調

2

-

2

-

1

2

-

2

-

2

2

-

3

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

生活保護世帯就労支援事業 5,354 ʷ

就労支援員による就労相談件数 104.5%

福祉総合窓口の開設【再掲】 26,798 ⑤その他

窓口の相談員を対象とした情報交換

会の開催回数
75.0%

生活困窮者自立支援事業 15,735 ʷ

学習支援教室への参加生徒数 120.0%

健康づくり推進事業 7,235 ʷ

心身ともに健康だと感じている、ま

たはどちらかといえば感じている市

民の割合（市民意識調査）

97.4%

健康マイレージ事業 2,806 ʷ

健康マイレージ事業参加者数 94.5%

成人健康診査事業 397,128 ʷ

がん検診要精密検査の受診率 98.2%

子ども健康情報発信事業 1,271 ʷ

予防接種情報提供サービス登録率

（０歳～６歳）
96.9%

特定健康診査等事業 210,170 ʷ

特定健康診査実施医療機関数 100.0%

保健事業事務 60
③指標の見直

しが必要

ジェネリック医薬品差額通知発送数 64.1%
③指標の見直

しが必要

小児救急医療運営事業 67,744 ʷ

小児救急夜間診療所において「とて

も良い」と評価する利用者の割合
92.4%

保健衛生総務事務（献血推進事業） 203 ʷ

献血した方の実人数 108.8%

災害時医療対策事業 2,599 ʷ

災害時医療救護訓練の実施回数 100.0%

春日部市病院事業 12,522,923 ʷ

救急搬送患者の受入件数 110.3%

79 ʷ 事業の進捗は順調

80

就労相談支援を進めるにあたり、就労支援員と担当

ケースワーカーの間で就労支援に関する認識の共通化

や支援情報の共有化を図る必要がある。

就労支援員とケースワーカーが一体となって対象者に

就労支援できるよう支援方針や支援情報を共有できる

場を設定する。

81 ʷ 事業の進捗は順調

82 ① ʷ ʷ

83 ① ʷ ʷ

84 ① ʷ ʷ

85
①

②
ʷ ʷ

2

-

4

-

2

86 ① ʷ 事業の進捗は順調

87

ジェネリック医薬品差額通知は、月の薬代がジェネ

リックに変えることで500円以上安くなる方を抽出し

ており、ジェネリック医薬品の利用率が80％を超える

中で、差額通知を送る対象者自体が少なくなってお

り、通知発送件数が目標値に達することができなかっ

た。

本事業を推進しながら、第２次総合振興計画後期基本

計画期間内に指標の検討を行い、第３次総合振興計画

の策定時に適切な指標を設定します。

88 ① ʷ 事業の進捗は順調

89 ʷ 事業の進捗は順調

90 ʷ 事業の進捗は順調

2

-

4

-

4

91 ① ʷ 事業の進捗は順調

2

-

4

-

1

2

-

4

-

3

2

-

3

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

市民参加推進事業 73 ʷ

市民登録制度の登録者数 94.1%

自治振興事業 49,705 ʷ

自治会加入世帯数 90.5%

市民協働推進事業 1,800 ⑤その他

市民活動総合補償制度対象事業数 150.7%

市民活動センター運営事業 62,461 ʷ

市民活動センターの登録団体数（個

人含む）
105.1%

国際交流推進事業 1,931 ʷ

国際交流を行っている市民活動団体

数
100.0%

非核平和事業 576 ⑤その他

平和イベントの参加者数 224.3%

人権事務（人権啓発等） 3,178 ʷ

人権啓発活動の実施数 107.1%

社会教育総務事務（人権教育等） 249 ʷ

人権講演会等の満足度 110.0%

男女共同参画推進センター運営事業 70,470 ⑤その他

男女共同参画の推進に資する学習提

供事業数
125.0%

男女共同参画推進事業 178 ʷ

ＤＶ被害者支援に係る事業数 100.0%

92 ʷ 事業の進捗は順調

93 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

94

令和5年5月より新型コロナの感染症法上の位置付けが

5類に移行したことに伴い、各種団体による事業が再

開されたことで基準値（R３）当時よりも数値が大幅

に増加している。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

95 ʷ 事業の進捗は順調

3

-

1

-

2

96 ʷ 事業の進捗は順調

97

令和5年5月より新型コロナの感染症法上の位置付けが

5類に移行したことに伴い、イベントが再開されたこ

とで基準値（R３）当時よりも数値が大幅に増加して

いる。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

98 ʷ 事業の進捗は順調

99 ʷ 事業の進捗は順調

3

-

2

-

2

100

新型コロナウイルス感染症の収束による行動制限の解

除及びＳＮＳなどを使用した広報活動などにより、積

極的な事業展開が図られ新たな企画が増えたことによ

り、成果目標を超過した。

男女共同参画の推進に向け、かすかべハーモニープラ

ン（第３次男女共同参画基本計画）に基づいた事業が

実施されているか検証し、事業を展開していく。

101 ʷ 事業の進捗は順調

3

-

1

-

1

3

-

2

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

社会教育総務事務 1,723
②社会情勢の

変化

年間の新規事業数（累計） 166.7%

公民館運営事業 276,456
②社会情勢の

変化

各種事業の実施回数 125.4%

図書館運営事業 378,754
②社会情勢の

変化

図書館の新規事業数（累計） 333.3%

視聴覚センター運営事業 571 ʷ

視聴覚センター市民講座参加人数 119.9%

生涯学習推進事業 15,257 ʷ

かすかべし出前講座満足度 100.6%

生涯学習推進事業【再掲】 571 ʷ

かすかべし出前講座満足度 100.6%

視聴覚センター運営事業【再掲】 15,257 ʷ

視聴覚センター市民講座参加人数 119.9%

芸術文化振興事業 7,386 ⑤その他

市展への高校生世代の出品数 61.1%

市民文化会館運営事業 236,101 ʷ

施設設備の改修・更新件数（累計） 118.8%

文化財保護事業 12,260 ʷ

文化遺産活用事業の新規事業数（累

計）
120.0%

史跡神明貝塚保存活用事業 37,265 ʷ

神明貝塚活用事業の新規事業数（累

計）
118.2%

市史編さん事業 4,927 ʷ

市史活用事業の新規事業数（累計） 100.0%

郷土資料館運営事業 9,928 ʷ

情報発信の回数 100.8%

体育総務事務 11,200 ʷ

スポーツ教室等における新規種目数

（累計）
100.0%

大凧マラソン大会実施事業 6,000 ʷ

スタッフの人数 93.1%

体育施設運営事業 248,930 ʷ

新規自主事業の実施数（累計） 110.3%

102

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の制限緩和に

より、各種団体等と連携した事業を新規開設した結

果、予定より早く事業を進捗させることができた。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

103

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の制限緩和に

より、事業を拡大した結果、予定より早く事業を進捗

させることができた。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

104

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策の制限緩和に

より、事業を拡大した結果、予定より早く事業を進捗

させることができた。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値の上

方修正を行う。

105 ʷ 事業の進捗は順調

106 ʷ 事業の進捗は順調

107 ʷ 事業の進捗は順調

108 ʷ 事業の進捗は順調

3

-

4

-

1

109

市内高等学校を対象に出品への案内を行ったが、同時

期に県高校美術展が開催されているため、市展出品に

つながらず目標を達成することができなかった。

部活動の生徒へ直接市展の出品案内を行うとともに、

実行委員会委員と生徒との交流を行うことでさらなる

関心を持ってもらい、出品へとつなげる。

110 ʷ 事業の進捗は順調

111 ʷ 事業の進捗は順調

112 ʷ 事業の進捗は順調

113 ʷ 事業の進捗は順調

114 ʷ 事業の進捗は順調

3

-

5

-

1

115 ① ʷ 事業の進捗は順調

116 ① ʷ 事業の進捗は順調

117 ① ʷ 事業の進捗は順調

3

-

3

-

1

3

-

4

-

2

3

-

3

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

再生可能エネルギー推進事業 8,431 ʷ

家庭用環境配慮型設備設置奨励事業

交付件数（累計）
109.0%

環境推進事業 2,024 ʷ

環境推進事業への参加者の満足度 106.2%

公害対策監視事業 11,406 ⑤その他

河川水ＢＯＤ75％値環境基準適合率 64.0%

環境衛生事業 15,941 ⑤その他

アライグマの捕獲数 150.0%

犬の登録等事業 1,265 ʷ

犬のしつけ方教室への参加者の満足

度（アンケート結果）
115.9%

環境美化推進事業（環境美化活動） 5,069 ʷ

市広報紙等への啓発の件数 100.0%

環境美化推進事業（３Ｒ・３M の推

進）
5,069 ʷ

分別基準適合物の品質調査結果

（ペットボトル）総合評価点数
87.6%

資源回収推進事業 5,953 ʷ

奨励金交付申請団体数（延べ） 95.9%

ごみ収集運営事業 1,065,611
②社会情勢の

変化

不適正排出物収集件数 136.4%

ごみ処理施設運営事業 1,305,830 ʷ

最終処分量 87.4%

防災事務 90,698 ʷ

要配慮者利用施設の避難確保計画作

成率
100.0%

防災体制強化事業 4,731 ʷ

1 人以上防災士が在籍する組織数 88.2%

備蓄備品等整備事業 11,372 ⑤その他

備蓄計画に沿った備蓄品の購入 77.8%

災害対策本部強化事業 1,234 ʷ

協定締結団体（民間事業者）との合

同訓練の実施件数
100.0%

自主防災組織育成事業助成補助金 13,213 ʷ

年に１回以上防災訓練を実施する自

主防災組織の割合
98.5%

118 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

119 ʷ 事業の進捗は順調

120

当該事業によって公共用水域をはじめとする生活環境

改善が進むものではなく、中⾧期的目標としては目標

値を設定している。

埼玉県等とともに「公表用水域及び地下水の水質測定

計画」に沿って監視測定を行い、客観的な環境評価を

継続す。

121
年度ごとの目標値について、急激に増加する捕獲数に

見合ったものとする必要がある。

効果的な捕獲方法の検討などにより、生態系や生活環

境への被害の防止を図る。

122 ʷ 事業の進捗は順調

123 ʷ 事業の進捗は順調

124 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

125 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

126
令和３年後半から物価高となり、消費者の耐久消費財

の買い時判断が鈍ったため、排出量の総量が減った。

引き続きごみカレンダーをわかりやすくするよう努

め、ルールに沿った排出については的確に収集を行う

ことで、市民の適正排出を促進する。

127 ʷ 事業の進捗は順調

128 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

129 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

130 ⑤
物価上昇などの要因により目標を達成することができ

なかった。

物価上昇などを見越した予算確保に努め、事業を推進

していく。

131 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

132 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

4

-

1

-

2

4

-

2

-

1

4

-

1

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

消防施設耐震対策事業 341,253 ʷ

常備消防施設の耐震化率 100.0%

救急活動事業 6,599 ⑤その他

救命講習会新規受講者数 277.2%

予防活動事業 519 ⑤その他

防災管理に伴う避難訓練参加者数 186.7%

消防団活動事業 28,093 ʷ

消防団員数 98.5%

防犯・暴力対策事業 11,490 ʷ

子どもの声かけ事案件数 91.8%

交通安全対策事業 21,694 ⑤その他

交通安全教室実施件数 138.5%

交通安全施設設置・管理事業 33,815 ʷ

市内交通事故発生件数 87.6%

街路灯設置・維持管理事業 92,373 ʷ

市内交通事故発生件数 87.6%

消費者生活対策事業 12,484 ʷ

消費生活センターへの相談件数 113.6%

計量検査事業 813 ⑤その他

啓発活動の実施回数 200.0%

133 ʷ 事業の進捗は順調

134

新型コロナウイルス感染症の影響から受講者は減少し

ていたが、令和４年以降、救命講習会の受講者が再度

増えたため、目標指標を超過した。

応急手当の普及啓発を行うとともに、定期講習会の参

加を呼びかけ、増加する受講者に対応していく。

135
１事業所の参加者数が５００人だったため、目標値を

上回った。

継続して事業を推進し、実施計画改定時に目標値を上

方修正します。

136 ʷ 事業の進捗は順調

4

-

3

-

1

137 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

4

-

3

-

2

138
雨天時の実施方法見直し等、積極的に実施した結果、

目標を上回ることができた。
引き続き取り組んでいく。

139 ʷ 事業の進捗は順調

140 ʷ 事業の進捗は順調

4

-

3

-

3

141 ʷ 事業の進捗は順調

142

従前、啓発活動を年1回行っていたことから、初年度

である令和5年度の目標値を1回としたところ、新型コ

ロナウイルス感染症による影響が軽微となったため、

2回実施できた。（外見上達成率が高く見える）

毎年11月が計量月間であることから、11月を中心に引

続き複数回啓発活動を実施するため、他自治体の事例

も参考にしていく。

4

-

2

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

観光振興事業 35,839 ʷ

春日部市公式ソーシャルメディアで

の観光情報発信回数
113.3%

大凧あげ祭り実施事業 18,832
①事業内容の

見直しが必要

大凧あげ祭り来場者数 72.5%

大凧啓発推進事業 2,785
①事業内容の

見直しが必要

啓発活動（凧揚げ大会等イベント参

加、凧づくり教室開催）数
76.5%

観光協会補助金 40,819 ʷ

「ぷらっとかすかべ」来館者数 88.9%

春日部フィルムコミッション事業 0 ʷ

撮影支援（相談・撮影）実績 112.5%

かすかべフードセレクション推進事

業
2,098

①事業内容の

見直しが必要

かすかべフードセレクション認定事

業者のうち認定品販売売上数を拡大

した事業者の割合

68.3%

商工会議所補助金 1,447
④災害等によ

る影響

イベントの来場者数（ジャズデイか

すかべ、粕壁エイサーまつり、かす

かべ音楽祭「まちかどコンサー

ト」）

45.4%

商店街活性化推進事業費補助金 ʷ

①「身近で楽しめる商業環境の充

実」満足度（市民意識調査）
99.5%

商店街活性化推進事業費補助金 9,203 ʷ

②商店街が実施するイベントや売り

出し件数
111.5%

旧商工振興センター跡地活用事業 21,847
③指標の見直

しが必要

旧春日部市商工振興センター跡地周

辺（学校通り）の11 時台の歩行者お

よび自転車の通行者数（ｈ）

55.7%

かすかベンチャー応援補助金 2,900 ʷ

かすかベンチャー応援補助金で空き

店舗を解消した件数
100.0%

143 ④ ʷ 事業の進捗は順調

144 ④
効果的な事前ＰＲが不足していたため、来場者数拡大

の目標は達成できなかった。

ＳＮＳやメディアを活用したＰＲや、地元の企業や団

体と連携した取組を積極的に実施していく。

本事業を継続しながら、第２次総合振興計画後期基本

計画期間内に指標の検討を行い、第３次総合振興計画

の策定時に適切な指標を設定する。

145 ④

小学校及び全国で開かれる凧あげ大会の場で啓発活動

を行ったが、機会が限られており、目標の回数を達成

できなかった。

令和６年８月にオープンする大凧文化交流センターを

活用し、大凧啓発イベントを積極的に実施していく。

146 ④ ʷ 事業の進捗は順調

147 ʷ 事業の進捗は順調

148

マルシェや各種催事への出店等により販売機会の創出

に努めたが、原材料の入手困難等外的要因もあり、売

上数を伸ばすことができなかった。

マルシェイベントの実施にあたってはSNSを活用した

事前PRを行うとともに、年間を通じた定期開催によ

り、さらなる販売機会の創出を図っていく。

149
③

④

感染症の影響から、コンサート会場が減ったことによ

り、目標値を達成することができなかった。

アフターコロナにおけるイベントの開催方法などを関

係団体と協議・連携しながら、来場者の増加を目指

す。

150
③

④
ʷ 事業の進捗は順調

150
③

④
ʷ 事業の進捗は順調

151
③

④

計測日の天候等により変動が大きく、また、複合施設

開設までは跡地周辺の人の流れが形成されにくかっ

た。

まちの賑わいが創出できる複合施設の開設に向け、引

き続き、跡地活用事業者や関係機関と調整を図りなが

ら、事業の円滑な進捗を目指す。

152
③

④
ʷ 事業の進捗は順調

5

-

1

-

1

5

-

1

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

新産業創出支援事業 347 ʷ

市の特定創業支援事「創業塾」を受

けて起業した件数
104.0%

企業誘致推進事業 47,956 ʷ

適用地域における土地利用率 101.0%

地域連携就労支援事業 1,350 ʷ

就労支援セミナー参加者の満足度 96.8%

労政事務 245 ⑤その他

講座受講申込率 ʷ

商工振興事業 137 ⑤その他

第3 次春日部市商工業振興指針施策

実施率
127.4%

産業祭実施事業補助金 1,193 ⑤その他

産業祭の参加者数 360.0%

特産品協議会補助金 1,071 ⑤その他

参加イベント数 69.2%

農地事務 31,007 ʷ

多面的機能支払交付金の交付対象組

織数
94.7%

農地整備事業 36,509 ʷ

埼玉型ほ場整備事業の事業実施地区

数
100.0%

農地集積事業 6,210 ʷ

地区計画（人・農地プラン）の策定

地区数
100.0%

農業振興事業 6,354 ʷ

農業祭の品評会出品点数 104.8%

新規就農総合支援事業 0 ⑤その他

農業法人件数（累計） 125.0%

153 ③ ʷ 事業の進捗は順調

154
③

④
ʷ 事業の進捗は順調

155 ʷ 事業の進捗は順調

156

県の事業に共催する形で運営する事業で、以前は対面

式セミナーとして受講者数を定めていたが、現在は動

画配信方式のセミナーとなり、指標の数値が算出不可

能となった。

引き続き県と共催で動画配信方式のセミナーを実施

し、市としてSNS等を活用しつつ市民の方に広く周知

できるよう努める。

5

-

3

-

1

157
指針に記載のある施策ごとの取組み(28項目)につい

て、実施中であるものも含めて実施率を算出した。

実施内容の一層の充実に努めるとともに、特に未実施

の取り組みについては、他自治体の事例を参考に、関

係団体等と連携・協議しながら商工業の振興に努めて

いく。

158
新型コロナウイルス感染症が５類に移行し、人数制限

もなく開催したため参加者数が超過した。

産業祭の実施により、地域の産業活性化及び地産地消

が推進されていることから、引き続き関係団体と連携

を図りながら実施していく。

159 ③

人手不足により、他市で開催されるイベント等に参加

できなかったため、目標値を達成することができな

かった。

今後、ＥＣやＤＸの活用などを研究しながら、特産品

の振興や販路拡大、後継者育成等に繋がるよう努めて

いく。

160 ʷ 事業の進捗は順調

5

-

4

-

1

161 ③ ʷ 事業の進捗は順調

162 ③ ʷ 事業の進捗は順調

163 ③ ʷ 事業の進捗は順調

164 ③
県や市の法人化への取り組みにより目標値を超える法

人化数となった。

今後も県と連携し、法人化を推進することで担い手確

保に努めていく。

5

-

2

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

農業振興団体補助事業 5,265
④災害等によ

る影響

補助事業活用団体数（延べ） 64.7%

農業振興事業【再掲】 6,354 ʷ

農業祭の品評会出品点数 104.8%

農産物紹介事業 15 ⑤その他

農産物の延べ紹介品目数 33.3%

水田収益力強化事業 4,156 ⑤その他

春日部産米の米粉を活用する協力店

数
540.0%

連続立体交差推進事業 814,904 ʷ

関係機関（国、県、鉄道事業者）と

の協議回数
102.8%

コンパクトシティ推進事業 607 ʷ

再開発事業施行者との協議回数 120.0%

春日部駅西口環境整備事業 11,110 ʷ

整備延⾧の進捗率 100.0%

165

新型コロナウイルス感染症の影響による活動制限が尾

を引いており、平時の活動が再開できていない団体が

ある。

活発な団体活動ができるよう、今後も団体と連携を図

りながら、継続的に支援していく。

166 ③ ʷ 事業の進捗は順調

167 ③

近年の提供品目を見ると米や米粉の需要が高まってい

るが、他事業で米粉を無償提供する取り組みを実施し

たことも相まって申請者が減少した。

事業のＰＲを行うとともに、新規で開業・開店した事

業者にも積極的に声掛けを行い、制度活用者を獲得し

ていく。

168 ③
協定締結団体と連携し事業PRを行ったことにより、目

標値を大幅に超過した。

協力店舗の認定制度を確立し、更に事業を推進してい

く。

6

-

1

-

1

169 ④ ʷ 事業の進捗は順調

170 ④ ʷ 事業の進捗は順調

171 ④ ʷ 事業の進捗は順調

5

-

4

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

交通拠点整備事業 3 ⑤その他

まちづくり検討会等開催数 ー

北春日部駅周辺地区土地区画整理推

進事業
9 ʷ

市民が主体となったまちづくりの推

進に満足している市民の割合
99.5%

企業誘致推進事業【再掲】 47,956 ʷ

適用地域における土地利用率 101.0%

商店街活性化推進事業費補助金【再

掲】
ʷ

「身近で楽しめる商業環境の充実」

満足度（市民意識調査）
99.5%

商店街活性化推進事業費補助金【再

掲】
9,203 ʷ

商店街が実施するイベントや売り出

し件数
111.5%

鉄道整備促進事業 29 ʷ

関係機関（県、鉄道事業者）への要

望活動回数
100.0%

空家等対策推進事業 3,850 ʷ

安心して暮らせる良好な街並みの満

足度
98.7%

北春日部駅周辺地区土地区画整理推

進事業【再掲】
9 ʷ

市民が主体となったまちづくりの推

進に満足している市民の割合
99.5%

赤沼・銚子口地区産業基盤整備事業 24 ⑤その他

県や国などの関係機関との協議回数 237.5%

企業誘致推進事業【再掲】 47,956 ʷ

適用地域における土地利用率 101.0%

172 ④

平成27年度に組織された豊春駅周辺まちづくり検討会

が目的としていた、賑わいや活気といった地域振興が

達成され、令和４年度に解散した。

今後も地域の中心となる鉄道駅において、交通結節点

の機能強化や駅利用者の利便性・安全性を向上させる

ことで駅周辺地域の活性化を図る。本事業を推進しな

がら指標の検討を行い、第２次総合振興計画後期基本

計画実施計画の見直しのタイミングで適切な指標を設

定する。

173 ④ ʷ 事業の進捗は順調

174 ③④ ʷ 事業の進捗は順調

175 ③④ ʷ 事業の進捗は順調

175 ③④ ʷ 事業の進捗は順調

176 ʷ 事業の進捗は順調

177
④

⑤
ʷ 事業の進捗は順調

178 ④ ʷ 事業の進捗は順調

179 ③

早期事業化に向け、農林調整を着実に進めるととも

に、埼玉県企業局と進捗状況や課題等、密に情報を共

有したため、協議回数が増えた。

今後も、継続して協議を重ね、早期事業化に向け進め

ていく。

180
③

④
ʷ 事業の進捗は順調

6

-

1

-

2

6

-

2

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

空家等対策推進事業【再掲】 3,850 ʷ

安心して暮らせる良好な街並みの満

足度
98.7%

ふれあい家族住宅購入奨励事業 22,506 ⑤その他

三世代近居をはじめた世帯／年度 78.2% ⑤その他

結婚新生活支援事業 4,430

地域に応援されていると感じた世帯

の割合
129.7% ⑤その他

市営住宅維持補修事業 39,270 ʷ

⾧寿命化改修の実施件数（累計） 93.8%

耐震改修等事業補助金 4,936 ʷ

住宅の耐震化率の向上 95.6%

景観まちづくり事業 1,265 ⑤その他

違反簡易広告物の除却件数 75.4%

リノベーションまちづくり推進事業 10,097 ʷ

市民が主体となったまちづくりの推

進に満足している市民の割合
100.3%

コミュニティバス運行事業 69,341 ʷ

春バスの公費負担率 100.0%

鉄道整備促進事業【再掲】 29 ʷ

関係機関（県、鉄道事業者）への要

望活動回数
100.0%

181
④

⑤
ʷ 事業の進捗は順調

182 ⑤
物価高騰により住宅建設費が上昇したため、申請件数

が減ったと考えられる。

補助金対象となる要件について、より一層の周知を図

る。

183 ⑤ 当該年度の満足度が高かったため 引き続き事業に取り組みます。

184 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

185 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

186

違反簡易広告物の地道な撤去活動により、想定以上に

違反広告物の総数が減少しており、当初想定よりも除

却件数が下回った。

 本事業を推進しながら指標の検討を行い、第２次総

合振興計画後期基本計画実施計画の見直しのタイミン

グで適切な指標を設定します。

187 ʷ 事業の進捗は順調

6

-

3

-

1

188 ʷ 事業の進捗は順調

189 ʷ 事業の進捗は順調

6

-

2

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

武里内牧線整備事業 153,689 ʷ

用地取得率 107.9%

街路整備事務（東埼玉道路、大場大

枝線等の整備促進）
17,834 ʷ

広域幹線道路(国道・県道)の要望活

動件数（各1 件／年)
100.0%

中央通り線整備事業 73,276 ʷ

用地取得率 98.6%

道路整備事業 90,975 ʷ

整備工事の実施箇所数（累計）（R

５年度～R９年度計画分）
120.0%

通学路安全対策・バリアフリー化事

業
32,901 ʷ

バリアフリー化整備箇所の進捗率

（R５年度～R９年度計画分）
111.0%

生活道路拡幅整備事業 126,268 ʷ

生活道路などの舗装率 100.0%

道路施設維持管理事業 487,663 ʷ

道路施設への要望に対する対応率 101.1%

ふじ通り藤棚修景事業 7,802 ʷ

藤棚更新延⾧の進捗率 98.7%

道路施設更新事業 99,394 ⑤その他

舗装修繕延⾧の進捗率

（R５年度～R９年度計画分）
132.0%

橋りょう整備事業 134,705 ʷ

設計委託、工事の進捗率（累計）

（R５年度～R９年度計画分）
100.0%

橋りょう⾧寿命化修繕事業 303,619 ⑤その他

補修が完了した橋の数（累計） 0.0%

190 ʷ 事業の進捗は順調

191 ʷ 事業の進捗は順調

192 ʷ 事業の進捗は順調

193 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

194 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

195 ʷ 事業の進捗は順調

196 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

197 ⑤ ʷ 事業の進捗は順調

198 ⑤

隣接施工の水道工事による影響範囲を今回の舗装更新

工事に含めたことにより、当初の目標を超えた施工延

⾧を実施するに至った。

引き続き、計画的に舗装の修繕を実施していく。

199 ʷ 事業の進捗は順調

200

主要橋である藤塚橋の上流側歩道橋の完了を目指して

いたが、上部工の損傷が著しく、状態が悪かったた

め、下部工の補修に着手できず完了に至らなかった。

引き続き、優先的に進めている藤塚橋の補修につい

て、早期完了を目指す。

6

-

4

-

1



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

公園維持管理事業 404,366 ʷ

美化協定制度の周知回数 100.0%

緑化奨励補助金 2,831 ʷ

制度の周知回数 100.0%

子育てふれあい公園リニューアル事

業
22,655 ⑤その他

リニューアル公園の満足度平均スコ

ア（地域アンケート調査）
121.2%

都市公園等整備事業 3,129 ʷ

「親しみのある公園の形成と緑化の

推進」への満足度平均スコア（市民

意識調査）

102.1%

公園施設更新事業 63,806 ʷ

「親しみのある公園の形成と緑化の

推進」への満足度平均スコア（市民

意識調査）

102.1%

治水対策事業 248,256 ʷ

都市計画法第32 条の同意件数 120.0%

下水道事業（雨水） 428,716 ʷ

公共下水道雨水幹線の整備延⾧ 100.0%

河川施設⾧寿命化修繕事業 483,736  ʷ

河川施設（ポンプやゲート等）の更

新の割合
100.0%

201
②

④
ʷ 事業の進捗は順調

202 ʷ 事業の進捗は順調

203
②

④

利用者の多様なニーズに応じた再整備を進めるととも

に、効果的な情報発信などを進めたため、目標値を上

回ることができた。

今後の取組について、より効率的かつ効果的になるよ

う、取組を進めて行く。

204
②

④
ʷ 事業の進捗は順調

205
②

④
ʷ 事業の進捗は順調

6

-

4

-

3

206 ʷ 事業の進捗は順調

207 ʷ 事業の進捗は順調

208 ʷ 事業の進捗は順調

6

-

4

-

2



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

水質管理 13,882 ʷ

定期検査における水質基準項目適合

率
100.0%

水道施設維持管理事業 192,238 ʷ

発見された漏水の修繕率 95.5%

水道施設設備更新耐震化事業 462,467 ʷ

耐用年数を超えていない受変電設備

の数
100.0%

下水道施設老朽化対策事業 53,739 ⑤その他

マンホールの更生工事の実施率

（令和８年度までの対策工事計画

数：35 基)

33.5%

公共下水道普及推進事業 3,077 ⑤その他

公共下水道への接続数

（令和５年度～令和９年度で250 世

帯の接続増）

172.0%

下水道施設地震対策事業 69,097 ⑤その他

マンホールの浮上防止工事の実施率

（令和８年度までの対策工事計画

数：105 基)

69.0%

企画事務 247 ⑤その他

後期基本計画の各事業の成果指標に

おいて目標値を達成した事業の割合
61.5%

行政改革推進事業 720 ʷ

第４次春日部市行政改革大綱の各取

組において目標値を達成した取組の

割合

80.0%

ＳＤＧｓ推進事業 356 ⑤その他

春日部市SDGｓ未来都市計画の2030

年のあるべき姿の実現へ向けた取組

の達成状況において目標値の80％以

上を達成した指標の割合

53.3%

官民連携地域活力パワーアップ応援

助成補助金
8 ʷ

補助金を活用し地域の課題解決およ

び活性化または市民サービスの向上

に寄与した件数

100.0%

ʷ 事業の進捗は順調

209 ʷ 事業の進捗は順調

210 ʷ 事業の進捗は順調

211 ʷ 事業の進捗は順調

212

春日部市公共下水道ストックマネジメント基本計画の

第一期実施計画に基づき、各年度ごとに定められた工

事規模を実施していることにより進捗の差異が生じて

いる。

引き続き事業計画に基づき工事を実施しながら、第２

次総合振興計画後期基本計画実施計画の見直しのタイ

ミングで適切な指標を設定します。

214

春日部市下水道総合地震対策計画の第二期実施計画に

基づき、各年度ごとに定められた工事規模を実施して

いることにより進捗の差異が生じている。

引き続き事業計画に基づき工事を実施しながら、第２

次総合振興計画後期基本計画実施計画の見直しのタイ

ミングで適切な指標を設定します。

215

感染症の影響による事業所数やイベント開催回数の減

少により、特に産業経済分野、まちづくり分野におけ

る事業の進捗が遅れている。

アフターコロナにおけるイベントの開催方法を検討し

つつ、大凧文化交流センター等の新設施設でのイベン

ト開催により、にぎわいの創出を図る。

216 ʷ 事業の進捗は順調

217

6

-

5

-

1

7

-

1

-

1

213

 市内の公共下水道未接続世帯へ公共下水道接続をし

てもらうため、委託業務による啓発活動を例年実施し

てきた成果があったものと考えられる。

引き続き、公共下水道の未接続世帯へ接続に関わる啓

発活動を行っていく。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、

イベント開催回数の減少により、当初見込んでいた各

取組の達成状況が遅れている。

春日部市第１期ＳＤＧｓ未来都市計画（計画期間2020

年～2022年）の進捗評価結果で出た成果や課題を踏ま

え、各取組の目標値の達成を目指す。

218



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

公共施設マネジメント推進事業 1,465 ʷ

公共施設マネジメント基本計画にお

ける工程表の取組着手件数（インフ

ラ除く）

89.0%

デジタル推進事業 43,027 ʷ

春日部市デジタル・トランスフォー

メーション（ＤＸ）推進計画に示す

12 の取組の進捗率

115.5%

行政情報化推進事業 961 ⑤その他

電子申請の項目数 184.8%

基幹システム運営事業 443,940 ʷ

電子申請サービスの利用件数 83.7%

戸籍住民基本台帳事務 43,430 ʷ

窓口サービス利用者の満足度 109.4%

個人番号カード交付事業 34,815 ⑤その他

マイナンバーカード交付枚数率 125.2% ⑤その他

証明書等コンビニ交付事業 14,653 ⑤その他

住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登

録証明書および戸籍の附票の交付数

全体に占めるコンビニ交付の割合

182.6% ⑤その他

シティセールス推進事業 56,452

広告費換算金額の推移 141.1% ⑤その他

財政事務 147 ⑤その他

実質公債費率（単年度）（％） 142.9%

シティセールス推進事業【再掲】 56,452 ⑤その他

広告費換算金額の推移（万円） 140.9%

222 ʷ 事業の進捗は順調

7

-

1

-

2

219 ʷ 事業の進捗は順調

220 ʷ 事業の進捗は順調

221

令和４年度は、消防関係の届出やイベントへの申込等

の新規の手続きが重なり、前年度と比較して１３９項

目の増となり、目標値を超過した。

今後は特段のことがない限り、緩やかに増減推移する

見込み。

223 ʷ 事業の進捗は順調

7

-

1

-

3

7

-

2

-

1

227

大規模事業による地方債の増加や基金の取崩しなどの

状況を見込んでいるが、事業の進捗次第で、数値が変

動するため、目標を超過した。

事業の進捗をより一層注視し、健全な財政運営に努め

る。

228
積極的に情報発信を行っため、各メディアに取り上げ

られ成果となった。
積極的に情報発信を行う。

224

国のマイナポイント事業によりマイナンバーカードの

交付率は順調に伸びた。今後の交付率増加は緩やかに

なると予想される。

マイナンバーカードの交付率向上のため、引き続き申

請支援やカード未交付者に対する勧奨通知の送付を行

う。

225

マイナンバーカード普及と手数料値下の効果で交付率

は順調に伸びた。今後の交付率増加は緩やかになると

予想される。

コンビニ交付の周知を引き続き行う。

7

-

1

-

4

226 ④
積極的に情報発信を行っため、各メディアに取り上げ

られ成果となった。
今後も積極的に情報発信を行う。



事業評価一覧

事業成果指標 R5 R6 R7 R8 R9

決算額(千円）
年度ごとの達成率

施策

番号

事業

番号

重

プ

ロ

事業名称
課題 課題についての説明 今後の取組

広報推進事業 66,405 ʷ

市公式ＳＮＳ等登録者数 101.0%

広聴事業 98 ⑤その他

広聴活動において市政に対する意見

を聴いた人の総数
65.7%

市民相談事業 10,632 ʷ

市民相談事業の実施回数 100.5%

職員研修事務 3,779 ⑤その他

キャリア形成研修の実施 200.0%

職員管理事務 19,217 ʷ

必要な職員数の確保 99.8%

ʷ 事業の進捗は順調

7

-

3

-

2

232

成果指標の目標値及び実績値が小さい数字であるため

高い達成率となったが、必要と判断した回数を実施し

たものである。

今後も引き続き、職員の能力向上を図るとともに、職

員のキャリア形成を支援するため、必要な研修内容及

び研修回数を見極めながら実施していく。

233 ʷ 事業の進捗は順調

7

-

3

-

1

229 ʷ 事業の進捗は順調

230

成果指標設定時に市民意識調査の実績数を見込んでい

たが、Ｒ５実施がなかったため、大幅に目標に届かな

い指標となった。

市民意識調査の結果を後期基本計画の指標として使用

しており、計画期間の５年間のうち、令和6.8.9年度に

調査を行い、目的を明確にした調査を行う。

231


